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コロナ禍でもお母さんと赤ちゃんを尊頂したケアの提供を
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2020年は新型コロナウイルスのパンデミックに

よる感染や経済而での不安から、日本を含め多くの

国で出生率が減少しましたが、それでも世界ではお

よそ1低4000万人の新しい命が誕生しました。生

まれる瞬間というのは、子どもとその家族にとって

人生の大切な節目です。私は病院勤務をしていた時

には小児科医として多くの出産に立ち合いました。

小児科医が吃ち会うのは、帝王切開や何らかのリス

クがあるケー スになるためプレッシャ ーもありまし

たが、生まれた命とその子を迎える家族を見るの

は、いつも娩しい瞬間でした。

その一方で出産は命がけと言われるようにお母さ

んにリスクはあるのと同様に、赤ちゃんの死亡率が

一番高いのも出産当Hです。以前は命を救うための

技術に焦点を当てた緊急産科ケアや新生児蘇生が支

援の主流でしたが、最近はお母さんと赤ちゃんを祁

重したケア(respectful care)も重視した、質の高

い ケ アが目標とさ れ て い ま す。世界保健機関
(WHO)は医療施設におけるお母さんと新生児に対

する質の高いケアについて、ケアの提供 と経験とい

う2つの側面を含んだ8つの基準を提唱していま

す。ケアの提供には、①根拠に基づいた日常と緊急

時のケアの実践、②記録を残すことでレビューや監

査が可能な伯報システム、③機能しているレファラ

ルシステム、が含まれます。ケアの経験には、④提

供されるケア等についてのお母さんとその家族との

効果的なコミュニケー ション、⑤豚重されたケアと

羽厳の保持、⑥社会的・粘神的支援へのアクセス、

が含まれます。ケアの提供と経験の両方に関わる基

カンボジア出産後のお母さんと付き添いの家族

準として、⑦能力があり意欲的な人材がいること、

⑧必要な医薬品、医療機器、設備等があること、も

欠かせません。

日本も含むWHOの西太平洋地域は、お母さんと

赤ちゃんへの質の高いケアを目指して、2014年よ

り早期必須新 生児 ケ ア(EENC: Early essential 

newborn care)というプログラムに取り組んでい

ます。このプログラムはすべての母 子に対して分娩

時から産後まで、科学的根拠に基づいた適切なケア

を提供すること、有害となるリスクの高いケアをや

めること、を目的としています。具体的には、正し

い手技を行っている、医学的に不要な帝王切開をし

ない、必要な薬剤や機材が揃っている、等に加え、

分娩中にお母さんが自由に飲食して良い、自由な体

勢で産んで良い、分娩中に好きな人に付き添っても

らってよい、医療従事者からケアや状態についての
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